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快
晴
に
め
ぐ
ま
れ
た
十
月
六
日
母
校
体
育
舘
に
お
い
て
記
念
式
典
を
挙
行
、
此
れ
を
皮
切
り
に
多
彩
な
催
し
が
開
か
れ
た
。 

以
下
そ
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
順
を
追
う
て
説
明
す
る
。 

 

◇
記
念
式
典 

湘
南
高
校
三
十
周
年
記
念
式
は
午
前
十
時
、
体
育
館
に
て
挙
行
。
こ
の
日
七
十
九
才
の
赤
木
先
生
が
正
面
来
賓
席
に
座
れ
ば
期
せ
ず
し
て
二
千

名
の
拍
手
。
学
校
長
の
式
辞
、
来
賓
祝
辞
、
県
知
事
代
理
河
田
教
育
委
員
長
、
赤
木
先
生
は
約
三
十
分
マ
イ
ク
無
用
の
大
音
声
で
回
顧
、
今
日
あ

る
は
皆
様
の
お
蔭
で
あ
る
と
結
ん
で
降
壇
、
岡
崎
官
房
長
官
代
理
等
の
後
、
高
校
長
代
表
金
持
秦
野
高
校
長
は
、
湘
中
職
員
時
代
の
思
い
で
の
古

洋
服
を
な
で
な
が
ら
祝
辞
、
市
内
中
学
校
長
代
表
上
林
藤
沢
一
中
校
長
は
、
「
と
こ
わ
か
の
湘
南
」
と
た
た
え
て
感
激
に
声
を
ふ
る
わ
す
。
村
上

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
祝
辞
、
天
野
湘
友
会
長
は
四
千
六
百
名
同
窓
代
表
と
し
て
、
心
か
ら
母
校
の
発
展
を
喜
び
感
謝
す
る
旨
の
祝
辞
を
力
強
く
述
べ
る
。 

杉
山
生
徒
代
表
の
祝
辞
の
後
、
功
労
者
赤
木
先
生
、
小
串
清
一
、
村
田
久
吉
及
び
故
金
子
角
之
介
氏
、
故
臼
井
武
氏
の
遺
族
に
感
謝
状
。
勤
続
職

員
表
彰
は
二
十
六
年
勤
続
の
加
賀
屋
先
生
以
下
蟹
江
・
鏑
木
・
春
原
・
八
巻
・
志
汽
・
藤
原
・
平
田
・
村
田
の
諸
先
生
。
創
立
以
来
の
小
使
さ
ん

伊
東
榮
次
郎
さ
ん
の
紋
服
姿
に
一
同
拍
手
。
正
午
講
堂
の
祝
賀
昼
餐
会
は
、
校
名
入
り
の
銚
子
と
盃
に
冷
酒
、
折
詰
め
で
盛
会
。 

 

◇
天
野
文
相
講
演 

牛
後
一
時
、
本
校
生
徒
及
び
市
内
高
校
生
徒
約
一
千
五
百
名
を
前
に
し
て
、
菅
君
（
二
期
）
の
努
力
で
特
に
臨
席
し
た
天
野
文
部
大
臣
は
、
ス

タ
ン
ド
上
か
ら
正
し
く
働
い
て
正
し
く
生
活
せ
よ
と
熱
弁
、
聴
衆
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
終
っ
て
文
相
に
カ
メ
ラ
の
放
列
、
本
校
新
聞
部
と
一

問
一
答
を
交
す
。 

 

◇
対
中
京
定
期
戦 

二
時
名
古
屋
よ
り
遠
征
の
中
京
商
チ
ー
ム
を
迎
え
て
、
優
勝
記
念
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
前
で
、
文
相
、
浅
井
校
長
、
中
村
教
育
長
が
赤
木
先
生
を
囲

み
記
念
撮
影
。
野
球
好
き
の
文
相
は
請
わ
れ
る
ま
ま
に
真
新
し
い
球
を
握
っ
て
マ
ウ
ン
ド
に
立
つ
、
始
球
は
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
ミ
ッ
ト
に
入
っ
た
。 

試
合
は
、
名
門
中
京
を
、
豪
球
投
手
衆
樹
の
好
投
巧
打
に
一
対
零
で
押
し
切
り
カ
ッ
プ
を
獲
得
。 

 

ご
案
内 

こ
れ
は
湘
友
会
報
第
一
号
を
ウ
ェ
ブ
用
に
編
集
し
た
も
の
で
す
。 

原
版
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
、
縦
書
き
十
一
段
組
の
新
聞
形
式
で
す
が
、

縦
書
き
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
ウ
ェ
ブ
に
掲
載
で
き
る
よ
う
構
成
し

直
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
漢
字
は
人
名
を
除
き
、
ほ
ぼ
新
漢
字
に

変
更
し
て
い
ま
す
が
、
言
い
ま
わ
し
は
原
文
の
ま
ま
で
す
。 

会
報
に
使
わ
れ
て
い
た
写
真
は
再
利
用
不
能
な
の
で
湘
南
高
校
記
念

誌
よ
り
関
連
の
も
の
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 



◇
湘
友
会
総
会
及
祝
賀
会 

午
後
四
時
講
堂
に
て
湘
友
会
定
期
総
会
。
参
会
者
三
百
五
十
名
。
赤
木(

一
期)

議
長
の
下
に
久
保
田
君(

一
期)

の
会
計
報
告
。
三
十
周
年
記
念

事
業
費
は
目
的
額
を
突
破
六
十
九
万
と
発
表
。
一
同
拍
手
。
会
長
副
会
長
の
留
任
決
定
。 

つ
い
で
母
校
職
員
及
び
旧
職
員
の
赤
木
先
生
、
長
澤
元
横
浜
第
一
高
女
校
長
、
大
瀧
元
横
須
賀
高
女
校
長
、
金
持
秦
野
高
校
長
、
上
林
藤
沢
一

中
校
長
、
香
川
小
田
原
高
校
長
、
加
藤
鵠
沼
中
学
校
長
、
塚
本
茂
先
生
、
佐
藤
尚
勝
先
生
、
大
村
隆
先
生
等
多
数
来
席
の
下
祝
賀
会
が
清
酒
・
ビ

ー
ル
・
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
で
賑
や
か
に
く
り
広
げ
ら
れ
た
。 

 

◇
斜
恩
会 

同
夜
七
時
よ
り
角
若
松
で
謝
恩
会
が
あ
り
尽
く
せ
ぬ
回
顧
に
時
を
忘
れ
た
。 

 

◇
第
二
日
・
第
三
日 

昨
日
の
快
晴
に
引
続
い
て
好
天
気
。
日
曜
日
で
出
足
も
良
い
。
運
動
場
で
対
平
農
と
の
ラ
グ
ビ
ー
戦
。
講
堂
は
演
劇
、
旧
剣
道
場
は
映
画
、
図

書
館
は
辞
書
展
、
本
館
二
階
は
書
道
展
、
本
校
関
係
諸
名
士
の
揮
毫
、
吉
田
首
相
十
四
才
当
時
の
毛
筆
作
文
が
目
を
ひ
く
。 

気
象
、
写
真
、
歴
史
、
新
聞
、
絵
画
展
、
特
に
三
十
年
史
展
は
各
種
写
真
や
統
計
、
記
録
等
で
卒
業
生
、
父
兄
の
注
目
を
ひ
く
。
絵
画
室
で
は
卒

業
生
の
山
下
大
五
郎
君
（
立
軌
会
）
鈴
木
清
君
（
藝
大
講
師
）
石
川
滋
彦
君
（
新
制
作
派
）
寺
田
春
一
君
（
藝
大
助
教
授
）
等
大
家
の
力
作
が
競

っ
た
。
理
科
館
は
理
科
展
、
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
。
体
育
館
は
食
堂
に
早
替
り
し
て
女
生
徒
が
大
サ
ー
ビ
ス
。 

第
三
日
も
引
き
続
い
て
盛
会
。 

 

◇
記
念
運
動
会 

十
四
日(

日)

に
予
定
し
た
運
動
会
は
雨
。
十
八
日(

木)

に
延
期
。
当
日
は
秋
晴
れ
の
下
に
豪
華
な
絵
巻
が
く
り
展
げ
ら
れ
た
。
特
に
正
午
の
名

物
仮
装
行
列
は
、
各
ク
ラ
ス
各
部
が
奇
ヲ
凝
ら
し
多
種
多
様
、
そ
の
仮
装
の
ま
ま
で
一
千
二
百
名
の
ス
ク
ェ
ア
ダ
ン
ス
、
民
謡
舞
踊
は
や
ん
や
の

拍
手
を
浴
び
た
。 

 

湘
友
会
に
寄
せ
て 

 

学
校
長
淺
井
誠
一 

  

本
校
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典
行
事
も
観
び
と
希
望
に
満
ち
て
盛
会
裡
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
之
は
学
校
職
員
生
徒
、
湘
友
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
社
会
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
等
の
方
々
の
愛
と
熱
に
由
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
殊
に
湘
友
会
各
位
の
御
尽
力
に
よ
っ
て
記
念
事
業
と
し
て
本

校
図
書
館
に
書
棚
と
図
書
を
寄
膾
さ
れ
た
こ
と
、
及
び
式
典
行
事
に
多
額
の
寄
与
を
戴
い
た
こ
と
は
、
其
の
母
校
愛
と
努
力
を
厚
く
感
謝
致
し
ま

す
。
又
式
典
の
直
前
に
赤
木
先
生
が
解
除
に
な
り
、
先
生
及
び
教
職
員
を
招
待
さ
れ
て
湘
友
会
総
会
を
開
催
さ
れ
た
こ
と
も
無
上
の
喜
び
で
永
く

忘
れ
る
こ
と
の
出
来
ぬ
心
の
記
念
で
あ
り
ま
す
。 

 

私
達
は
三
十
に
し
て
愈
々
強
健
に
立
ち
上
り
た
い
と
思
つ
て
い
ま
す
。
伝
統
の
一
つ
で
あ
る
知
徳
体
三
育
一
体
の
精
神
を
発
揮
し
て
、
学
間
と

教
養
と
運
動
と
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
を
充
実
し
実
力
と
高
潔
な
品
性
と
を
兼
ね
備
え
た
人
格
を
陶
冶
育
成
し
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。 

 
 

周
易
繋
辞
上
傳
の
中
の
「
天
を
楽
し
み
て
命
を
知
る
故
に
憂
え
ず
。
土
に
安
ん
じ
仁
に
敦
し
故
に
能
く
愛
す
。
」
と
い
う
一
句
は
人
生
行
路
凡

ゆ
る
年
令
、
凡
ゆ
る
職
業
に
在
る
人
に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。
湘
友
会
の
各
位
が
そ
の
使
命
を
果
さ
れ
、
日
本
の
再
建
と

発
展
に
貢
献
し
、
飜
っ
て
母
校
の
向
上
の
た
め
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
。 

 

湘
友
会
員
諸
氏
に
贈
る 

 

赤
木
愛
太
郎 

 

今
回
は
湘
南
創
立
三
十
周
年
記
念
式
が
挙
行
さ
れ
私
が
三
年
余
も
御
遠
慮
申
上
げ
て
居
リ
ま
し
た
湘
南
。
三
十
年
に
近
い
年
月
、
毎
日
出
勤
の



其
湘
南
の
し
か
も
目
出
た
い
記
念
式
に
参
列
し
久
々
に
て
卒
業
生
諸
氏
と
快
談
の
機
会
を
得
た
こ
と
は
欣
喜
に
堪
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
が
本
校

の
た
め
に
ま
だ
ま
だ
為
さ
ね
ば
成
ら
な
か
っ
た
数
々
の
事
が
在
職
中
に
未
だ
解
決
せ
ず
に
可
惜
歳
月
を
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
然
る
に
今
や
各
方

面
の
御
協
力
に
依
っ
て
其
の
大
部
分
が
実
現
せ
ら
れ
私
と
し
て
も
喜
び
に
堪
え
ま
せ
ん
。
皆
様
に
対
し
て
私
の
方
か
ら
御
礼
を
申
上
ぐ
る
べ
き
で

あ
り
ま
す
の
に
却
っ
て
皆
様
の
方
か
ら
感
謝
の
御
辞
や
ら
記
念
品
や
ら
賜
わ
っ
た
こ
と
は
主
客
転
倒
の
感
な
き
を
得
ま
せ
ん
。
第
一
私
が
長
年
在

職
し
た
と
云
う
こ
と
は
各
方
面
の
理
解
支
援
に
依
る
も
の
で
若
し
私
に
何
等
か
の
功
績
が
あ
り
と
す
る
な
ら
ば
内
に
し
て
は
職
員
生
徒
、
外
に
し

て
は
父
兄
卒
業
生
一
般
社
会
当
局
の
援
助
の
賜
も
の
で
あ
っ
て
私
が
個
人
的
に
謝
意
を
受
け
る
の
は
甚
だ
心
苦
し
く
存
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。
殊

に
湘
友
会
員
諸
氏
が
卒
業
後
一
身
上
の
問
題
に
就
而
よ
か
れ
悪
か
れ
変
っ
た
事
が
あ
れ
ば
直
接
間
接
に
報
告
せ
ら
れ
私
共
の
力
に
及
ば
な
い
事

で
も
喜
び
も
悲
し
み
も
一
緒
に
さ
し
て
下
さ
っ
た
事
は
教
師
と
し
て
何
も
の
に
も
代
え
難
い
喜
び
で
あ
り
ま
す
。
特
に
最
近
数
年
間
の
境
遇
に
就

い
て
は
深
甚
な
共
感
を
披
瀝
せ
ら
れ
慰
安
を
与
え
ら
れ
た
事
は
感
謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。 

 

◇
私
共
は
日
常
生
活
の
裡
に
遭
遇
す
る
現
象
事
実
を
仔
細
に
察
す
れ
ば
社
会
現
象
は
申
す
に
及
ば
ず
自
然
現
象
で
も
一
と
し
て
私
共
の
指
針
た

ら
ざ
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
共
は
教
え
る
生
徒
の
中
に
も
否
自
分
の
子
供
の
中
に
も
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
し
て
先
生
や
上
長
の

方
々
は
た
と
え
其
人
の
あ
ら
ゆ
る
部
面
か
師
と
似
ぐ
に
足
り
な
く
と
も
何
ら
か
の
人
並
す
ぐ
れ
た
点
が
必
ず
あ
る
。
私
は
曾
て
一
人
の
老
婆
を
雇

っ
て
居
た
が
彼
女
は
世
の
所
謂
教
育
の
な
い
老
婆
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
彼
女
が
老
父
よ
り
幼
時
口
授
せ
ら
れ
て
居
た
い
ろ
は
が
る
た
に
処
世
上

の
指
針
を
与
え
ら
れ
て
人
格
方
面
か
ら
見
れ
ば
実
に
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
。
思
ふ
に
自
分
の
同
僚
は
勿
論
下
僚
の
中
に
も
否
自
分
が
生
ん
で
自

分
が
育
て
つ
つ
あ
る
子
供
の
仲
に
も
自
分
の
訓
戒
と
な
る
資
料
は
無
限
に
展
開
せ
ら
れ
て
い
る
。
研
け
研
け
此
心
得
で
日
常
の
活
動
を
す
れ
ぱ
仕

事
即
修
養
で
は
な
い
で
せ
う
か
。
蛇
足
で
あ
る
が
今
社
会
に
踏
み
出
し
た
許
の
方
々
に
は
特
に
其
ポ
ス
ト
に
於
て
最
善
を
尽
く
し
て
努
力
し
つ
つ

益
々
人
格
の
修
養
に
勤
め
ら
れ
ん
こ
と
を
哀
心
か
ら
祈
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

 

大
空
を
鳴
り
響
か
せ
よ 

揚
げ
雲
雀 

 

湘
友
会
員
諸
君
へ 

 

会
長
天
野
武
一 

 

（
一
） 

 

湘
友
会
は
大
正
十
五
年
湘
南
中
学
の
第
一
回
卒
業
生
を
送
っ
た
際
に
生
ま
れ
出
た
同
窓
会
で
あ
る
が
湘
南
中
学
と
そ
の
卒
業
生
と
の
置
か
れ

た
相
互
の
地
理
的
条
件
に
よ
る
支
配
的
な
環
境
は
、
と
も
す
る
と
母
校
と
卒
業
生
と
の
結
び
付
き
を
希
薄
な
も
の
と
し
て
し
ま
い
勝
ち
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
そ
の
上
、
戦
争
に
よ
る
永
い
激
動
が
強
い
妨
げ
と
な
つ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

戦
争
は
済
ん
だ
。
か
っ
て
の
湘
南
中
学
は
、
改
め
て
湘
南
高
校
と
し
て
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
る
に
至
っ
た
。
そ
う
な
る
と
、
わ
が
湘
友
会
は

い
か
に
あ
る
べ
き
も
の
な
の
か
、
私
ど
も
は
静
か
に
各
自
の
周
囲
を
見
渡
す
余
裕
を
得
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
心
を
持
ち
始
め
る
こ
と
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。 

 

（
二
） 

 

新
し
い
教
育
法
に
よ
っ
て
湘
南
高
校
に
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
で
き
た
。
し
か
し
、
や
は
り
、
同
窓
の
集
り
は
、
父
兄
又
は
先
生
方
の
集
会
と
は
別
個
の

意
義
を
持
ち
、
母
校
に
対
し
て
別
個
の
愛
着
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
気
持
ち
は
、
た
と
ひ
、
今
日
の
湘
南
高
校
が
往
年
の
湘
南
中
学
で
な

い
に
し
て
も
、
ひ
と
し
く
、
あ
の
校
舎
で
、
そ
し
て
あ
の
校
庭
で
、
更
に
又
あ
の
烏
森
の
下
で
学
生
生
活
を
過
去
に
送
り
又
現
に
送
り
つ
つ
あ
る

と
い
う
一
つ
の
共
通
の
環
境
が
、
ど
う
し
て
も
断
ち
切
れ
な
い
親
近
感
を
抱
か
し
め
て
や
ま
な
い
の
で
あ
る
。 

 

そ
こ
で
湘
友
会
は
極
め
て
自
然
の
う
ち
に
依
然
と
し
て
存
在
し
、
規
約
の
改
正
も
す
ら
す
ら
と
進
め
ら
れ
、
か
っ
て
の
湘
中
の
湘
友
会
は
ひ
き

つ
づ
き
湘
南
高
校
の
卒
業
生
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
過
渡
的
な
存
在
た
る
姉
妹
校
湘
陽
中
学
の
卒
業
生
を
も
加
え
て
、
現
在
体
裁
を
整
え
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
れ
に
母
校
三
十
周
年
記
念
！
学
校
当
局
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
在
校
生
と
そ
の
喜
び
を
共
に
し
て
、
母
校
の
歴
史
を
し
の
び
、
新
生
の

門
出
を
祝
う
た
め
、
色
々
の
催
し
や
行
事
の
企
画
を
開
始
す
る
に
及
ん
で
、
ど
う
し
て
湘
友
会
が
こ
れ
を
傍
観
し
得
よ
う
か
。 



 

（
三
） 

 

今
回
の
募
金
活
動
は
、
湘
友
会
と
し
て
画
期
的
な
活
動
で
あ
っ
た
と
申
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
成
果
に
対
し
て
は
な
お
い
く
つ
か
の
不
満
が
残

る
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
と
に
角
役
員
諸
君
の
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
と
、
会
員
諸
氏
の
御
熱
意
と
は
、
湘
友
会
自
体
に
対
し
て
新
し
い
結
束
の
き
づ

な
を
形
成
し
、
あ
わ
せ
て
将
来
の
発
展
の
た
め
に
絶
好
の
基
盤
を
作
り
成
す
機
会
を
与
え
て
く
れ
た
。
湘
友
会
は
今
後
い
か
に
あ
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
湘
友
会
は
、
実
に
会
員
諸
君
の
湘
友
会
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
私
ど
も
は
、
図
ら
ず
も
今
日
、
役
員
と
し
て
の
事
務
を
担
当
し

て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
当
面
の
便
宜
に
よ
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
湘
友
会
は
毎
年
必
ず
総
会
を
持
つ
の
で
あ
る
し
、
役
員
の
任

期
は
一
年
限
り
を
原
則
と
し
て
い
る
。
幸
い
、
母
校
に
は
有
能
且
つ
熱
心
な
会
員
が
教
鞭
を
と
り
、
あ
る
い
は
又
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
構
成
員
に
会
員
を

有
す
る
今
日
で
あ
る
。
そ
の
発
展
は
期
し
て
ま
つ
べ
き
も
の
が
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。 

 

私
は
会
報
第
一
号
の
刊
行
を
機
会
に
、
会
員
諸
氏
が
本
会
に
対
し
て
一
層
関
心
を
寄
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。 

 

会
報
発
刊
に
際
し
て 

 

副
会
長 
菅 
高
重 

  

母
校
湘
南
の
三
十
周
年
記
念
を
期
し
ま
し
て
終
戦
後
初
め
て
湘
友
会
第
一
号
の
発
刊
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
事
は
御
同
慶
に
堪
え
な
い
所
で

あ
り
ま
す
。
去
る
十
月
六
日
に
は
母
校
に
於
て
他
校
の
全
く
追
随
を
許
さ
ぬ
盛
大
な
式
典
が
挙
行
さ
れ
且
つ
又
我
々
全
卒
業
生
が
常
に
忘
れ
る
事

が
出
来
な
か
っ
た
赤
木
前
校
長
の
追
放
が
式
日
十
日
程
前
に
解
除
に
な
り
先
生
が
钁
鑠
と
し
て
十
六
年
間
教
鞭
を
と
ら
れ
た
懐
か
し
の
母
校
の

式
典
に
参
列
さ
れ
ま
し
た
事
は
我
々
一
同
の
心
か
ら
お
悦
び
申
し
上
げ
る
所
で
あ
り
ま
す
。 

 

実
際
我
湘
友
会
は
準
備
不
完
全
の
儘
三
十
周
年
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
乍
ら
湘
友
会
と
し
ま
し
て
も
母
佼
の
三
十
周
年
に

は
大
い
に
母
校
当
局
に
協
力
す
ぺ
く
五
十
万
圓
の
寄
付
を
集
め
る
事
に
決
定
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
母
校
に
教
鞭
を
と
っ
て
居
ら
れ
る
第
一
回
卒

業
の
久
保
田
先
生
外
同
窓
の
先
生
方
達
の
夜
も
昼
も
無
き
御
努
力
の
賜
物
と
し
て
七
十
万
圓
の
巨
額
を
得
た
の
で
あ
り
ま
す
。
而
も
此
等
の
先
生

方
と
共
に
在
校
の
後
輩
が
学
業
の
傍
ら
各
地
区
に
に
於
い
て
募
金
に
協
力
し
て
呉
れ
た
事
も
我
々
一
同
と
し
て
見
逃
す
事
の
出
来
ぬ
も
の
で
共

に
深
く
感
謝
す
る
所
で
あ
り
ま
す
。
此
の
様
な
事
業
は
仮
令
役
員
が
如
何
に
熱
心
に
活
動
致
し
ま
し
て
も
会
員
に
し
て
母
校
に
対
す
る
熱
情
愛
情

が
無
け
れ
ぱ
決
し
て
達
成
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
此
れ
に
は
今
日
迄
欠
け
て
居
り
ま
し
た
会
員
相
互
の
縦
横
の
連
繋
を
ど
う
し
て
も
こ

の
機
会
に
完
壁
に
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
か
っ
て
の
一
高
の
如
く
あ
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
会
の
円
滑
な
る
運
営
で
あ
り
ま
す
。
此
れ

に
は
経
費
の
源
泉
と
な
る
会
費
の
徴
収
が
完
全
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
で
あ
り
ま
す
。
併
し
最
近
信
用
組
合
と
か
銀
行
が
集
金
の
代
行
を

し
て
呉
ま
す
の
で
此
の
方
法
に
依
り
不
可
能
で
は
な
い
と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

私
は
湘
友
会
を
単
な
る
同
窓
生
の
娯
楽
機
間
と
か
寄
附
と
か
に
止
め
ん
事
は
全
く
意
味
が
無
い
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。
我
が
湘
友
会
は
兄
弟
の

情
愛
に
依
り
相
互
扶
助
や
後
輩
指
導
の
機
関
と
し
て
実
際
に
有
機
的
に
活
動
し
な
け
れ
ば
存
在
の
意
義
は
無
い
も
の
と
信
ず
る
の
で
あ
り
ま
す
。

思
え
ば
赤
木
前
校
長
の
残
さ
れ
た
御
功
績
は
実
に
偉
大
な
も
の
で
し
た
。
今
日
に
於
て
も
上
級
学
校
へ
進
学
率
が
全
国
で
上
位
に
あ
る
と
共
に
運

動
に
於
て
も
常
に
名
誉
あ
る
母
校
を
し
て
今
後
一
層
名
を
挙
げ
る
し
む
る
も
の
は
偏
に
我
々
卒
業
生
が
一
致
団
結
し
て
後
輩
の
指
導
後
援
を
し

て
行
う
事
に
あ
る
と
信
ず
る
の
で
あ
リ
ま
す
。 

 

湘
友
会
へ
の
希
望 

 

副
会
長 

篠
原
健
太
郎 

 

◇
天
心
爛
漫
の
少
年
時
代
を
恙
無
く
過
ご
し
た
学
び
舎
の
古
め
い
た
の
に
逆
比
例
し
て
校
庭
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
が
五
風
十
雨
に
相
過
し
つ
つ
天
を

摩
す
る
偉
観
を
眺
め
る
時
、
今
更
旧
懐
の
情
禁
じ
得
な
い
。
月
変
り
年
改
ま
っ
て
四
三
六
七
名
と
い
ふ
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
母
校
諸
先
生
の
た

ゆ
ま
な
き
努
力
と
眞
心
を
以
て
愛
の
教
育
に
盡
瘁
せ
ら
れ
た
赤
木
先
生
は
じ
め
歴
代
の
校
長
先
生
の
伝
統
の
湘
南
魂
を
鼓
舞
し
以
て
不
動
な
堅

忍
不
抜
の
校
風
を
樹
立
し
、
巣
立
つ
学
生
を
目
的
の
上
級
学
校
に
或
い
は
直
ち
に
実
業
に
健
全
の
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
せ
た
功
績
は
真
に
感
謝
に
堪

え
な
い
。 



◇
本
年
五
月
早
々
か
ら
初
め
た
記
念
事
業
募
金
運
動
も
湘
友
会
の
久
し
く
等
閑
に
付
し
亦
会
員
移
動
の
た
め
名
簿
の
不
備
に
全
く
暗
夜
を
航
す

る
感
、
数
度
の
幹
事
会
も
全
く
雲
を
つ
か
む
如
く
一
歩
も
進
ま
ず
こ
の
間
各
支
部
幹
事
の
奔
走
の
結
果
八
月
辛
く
も
目
的
の
名
簿
を
把
握
し
得
ら

れ
、
愈
々
最
後
の
努
力
の
拍
車
を
か
け
、
か
く
も
至
難
の
事
業
も
堂
々
予
定
額
突
破
し
盛
大
な
る
式
典
記
念
事
業
の
完
遂
を
得
た
こ
と
は
同
慶
至

極
で
あ
る
。 

◇
卒
業
生
の
今
後
の
関
連
は
絶
対
的
に
必
要
で
同
じ
学
び
舎
に
五
星
霜
を
過
ご
し
な
が
ら
巣
立
つ
と
年
次
の
相
違
等
の
た
め
全
く
未
知
に
成
り

他
人
行
儀
で
居
る
こ
と
が
実
に
多
い
。
其
所
で
湘
南
卒
業
生
の
パ
ッ
ジ
を
製
作
し
、
卒
業
シ
ン
ボ
ル
を
鮮
明
に
し
、
社
会
人
と
し
て
相
互
の
親
睦

を
計
る
と
共
に
政
治
経
済
学
術
等
の
向
上
連
絡
に
、
大
い
に
貢
献
す
る
よ
う
思
考
し
て
い
ま
す
。
次
に
卒
業
生
親
陸
の
強
化
の
第
一
手
段
と
し
て

は
、
ま
ず
同
期
生
の
会
員
、
白
線
帽
の
湘
南
生
に
還
え
し
て
歌
ひ
笑
ふ
会
を
持
ち
、
助
け
合
う
、
腹
か
ら
の
友
の
会
を
作
っ
て
載
き
た
い
。 

◇
今
回
の
三
十
周
年
事
業
の
成
功
は
、
何
と
云
っ
て
も
各
支
部
の
活
動
に
俟
つ
も
の
実
に
大
で
あ
る
。
従
っ
て
各
支
部
の
有
機
的
組
織
の
発
展
は

則
湘
友
会
の
力
の
根
源
と
云
へ
よ
う
。
支
部
員
は
隣
組
と
同
一
性
質
を
帯
び
る
開
係
上
親
睦
は
勿
論
家
庭
の
慶
弔
事
迄
相
互
扶
助
の
観
念
を
発
揮

せ
ら
れ
、
茅
ヶ
崎
支
都
が
現
に
家
族
慰
安
大
会
挙
行
を
数
度
行
っ
て
い
る
如
く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
亦
政
治
の
面
で
の
平
塚
の
如
く
、
明
る
い

市
の
建
設
に
湘
友
会
員
こ
ぞ
っ
て
代
表
を
選
出
し
た
例
な
ど
そ
の
よ
き
例
で
あ
る
。
湘
友
会
本
部
は
諸
兄
の
会
費
納
入
額
に
よ
っ
て
事
業
は
左
右

せ
ら
れ
る
。
従
っ
て
会
費
は
本
会
活
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
卒
業
生
全
員
百
圓
程
度
の
完
納
さ
れ
湘
友
会
基
金
も
蓄
積
せ
ら
れ
れ
ば
埋
も
れ

ん
と
す
る
有
能
の
後
輩
へ
の
奨
学
資
金
貸
与
も
出
来
、
社
会
に
有
為
の
人
物
を
送
り
出
す
と
い
ふ
事
も
、
先
輩
と
し
て
意
義
あ
る
こ
と
と
思
考
す

る
。 

◇
こ
れ
か
ら
十
年
後
の
卒
業
生
に
は
相
当
の
期
待
が
懸
け
ら
れ
よ
う
。
理
想
は
大
な
る
を
尊
し
と
す
る
。
ま
ず
各
支
部
に
湘
友
会
舘
を
建
設
、
階

下
ス
ト
ア
ー
と
し
、
湘
南
出
身
の
商
人
を
し
て
低
物
価
主
義
の
販
売
を
行
ふ
と
同
時
に
階
上
湘
友
会
会
合
室
等
に
計
画
す
る
の
も
亦
空
想
で
く
実

現
可
能
の
も
の
と
思
ひ
ま
す
。 

◇
特
に
末
筆
な
が
ら
母
校
に
教
鞭
を
と
ら
れ
る
卒
業
生
久
保
田
、
金
子
先
生
初
め
各
位
が
真
剣
に
湘
友
会
に
奉
仕
せ
ら
れ
た
努
力
に
対
し
、
会
員

一
同
に
代
リ
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

編
集
室 

玉
稿
を
寄
せ
ら
れ
た
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
あ
あ
も
こ
う
も
と
思
い
つ
つ
、
つ
い
に
こ
ん
な
会
報
と
な
り
さ
ぞ
か
し
御
不
満
だ
と
思

い
ま
す
が
お
許
し
願
い
ま
す
。
会
報
第
一
号
発
行
の
目
的
が
創
立
三
十
周
年
記
念
募
金
に
御
協
力
下
さ
っ
た
会
員
の
御
芳
名
と
そ
の
収
支
決
算
報

告
を
の
せ
る
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
た
め
紙
面
の
都
合
で
多
く
割
愛
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
御
了
承
下
さ
い
。
会
則
に
よ
っ
て
年
一
回
以
上
会
報

を
発
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
次
回
か
ら
は
総
会
あ
た
り
で
編
集
方
針
を
決
定
し
、
ほ
ん
と
う
に
会
員
に
喜
ば

れ
る
も
の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
湘
友
会
も
大
所
帯
に
な
り
会
費
さ
え
ち
ゃ
ん
と
集
ま
れ
ば
い
ろ
い
ろ
の
事
業
も
活
発
に
や
れ
る
と
い
う
も
の
。

こ
れ
か
ら
益
々
会
員
相
互
に
緊
密
な
連
絡
を
と
リ
助
け
ら
れ
た
リ
助
け
た
り
し
て
子
の
代
、
孫
の
代
ま
で
も
深
く
結
ん
で
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。

湘
友
会
員
各
位
の
発
展
を
ひ
た
す
ら
お
い
の
り
い
た
し
ま
す
。 

 

（
二
面
） 

 

寄
付
者
名
簿
、
略 

      



   
 

 
 


